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〈フランスの若手舞踊研究者〉 
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北原まり子 

 

 

本書はポリーヌ・L・ブルバが、「研究＝創作（recherche-création）」プロセスを経て 2019 年にパリ第

8 大学に提出した博士論文が基となっている。 

理論と実践が分かちがたく結びついた研究は、英語圏で「Art as Research」、「Practice-based Research」、

「Practice as Research」、カナダのケベック州では「recherche-création」と呼ばれており、2010 年代以降、

フランスの大学でも博士学位を巡って議論が活発化している。舞踊学科を擁するパリ第 8 大学では 2014

年に「Thèse de création」を巡るフォーラムが開催され、舞踊研究者学会（aCD）は 2017 年に学会誌

『Recherches en danse』で舞踊研究における「recherche-création」を特集、国立舞踊センターでは昨年 6

月に「Recherche en création, création en recherche : pluralité des savoirs et des expériences des artistes-

chercheurs」と題したシンポジウムを開催している。まさに、高等教育機関における研究者としてのアー

ティストが中心になるのだが、国立演劇芸術技術高等学校（ENSATT）のミレィユ・ロスコ＝ルナ教授

によれば1、「recherche-création」の立場を取る「博士論文」は芸術作品（œuvre）というより芸術的な

ouvrage であり、審査（舞踊学ではパフォーマンスを伴うことが多い）では、その美学的価値ではなく、

属する学術コミュニティにとっての価値（新しい視点、有効性、刺激をもたらすか等）によりまず評価さ

れる。伝統的に目指されてきた客観的・中立的な「揺るぎない真実（もしくは一時的に固定される真実）」

を得ることを目的とするというより、私たちの思考を促し、豊かにし、既存の考えを揺るがすこと、その

潜在性に眼目があるという。この開かれた性質が議論の的となる一方で、学術の枠組みの拡張・進展への

貢献を大いに期待されるのである。 

 
1 Mireille Losco-Lena, « La recherche-création n’est pas la recherche + la création », Le doctorat et la recherche en création, 

sous la direction de Monique Martinez Thomas et Catherine Naugrette, Paris : L’Harmattan, 2020, p. 27-43.- 
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ブルバの研究の面白いところは、確かに彼女はパフォーマーではあるが批評家としても実践者であり、

自作以外の作品の観客という立場から出発している点である。彼女は、「客観的、普遍的、中立的、時に

上から目線で、多くの場合宣伝的でありたがる」批評実践に対し、「汗と感情にまみれ、作品にはりつい

て身をすり寄せ、そこで起きていることについて身体で語ろうとする」ことにこだわる。つまり、「その

作品は、私たちに何をするのか、私たちがその作品から何をするよう促しているのか」ということを見る

体験において感得し、そこから自身のパフォーマンスを構築していくのである。舞踊を研究する者にとっ

て、ある作品から運動的・感覚的・表現的な衝撃や共感を得た場合、理論的な分析の過程でこの最初の

「出合い」に起きた何か重要なものが取りこぼされていくような印象を抱くことは稀ではない。2020 年

にフランス国立舞踊センターより出版されたイザベル・ジノ（パリ第 8 大学教授）とフィリップ・ギス

ガン（リール大学教授）の共著『Analyser les œuvres en danse : Partitions pour le regard』では、美学

（esthétique）という語源の中に「感覚による受容」という意味がある点を指摘し、キネシクスも含めた

観客の知覚（与えられたものというよりは活動としての）を分析問題の中心に位置づける。そこでは、外

部世界からの知覚（perception）と、見る人の内部で起こる知覚が複雑に入り組んで影響し合う、ルービ

ックキューブのモデル（直感、6 感覚、経験、想像、記憶、理解の 6 面からなる）を提案している。ブル

バの著作も、学術的な文章では避けられがちな主語「Je」を多用しながら、踊る者の主観、それを見る者

の主観、それに触発されて創作するアーティストの主観の間の往来を浮き彫りにしようとする。 

 本書では次の 3 つの舞踊作品を分析に用いている。Loïc Touzé の作品《9》（2007）を見た経験から

Rita Quaglia が提起した作品《Une hypothèse de réinterprétation》（2009）（第 1 章「自身のまなざしを開

きあけていく」）、ロラン・プティの代表作《若者と死》（1946）の初演を巡って当時の観客の証言で構成

した Olga de Soto の《histoire(s)》（2004）（第 2 章「踊りを蘇らせる」）、そして大野一雄の《ラ・アルヘ

ンチーナ頌》（1977）（第 3 章「幽霊たちと踊る」）である。最後の事例をここでは少し取りあげよう。  

1906 年生れの大野は、1929 年に東京の舞台で見たラ・アルヘンティーナと呼ばれた舞姫アントニア・

メルセの踊りの記憶を、1970 年代に一つの抽象絵画を見て想起する。（さらに直後に彼女の写真を目にし

て）「大野さん、私も踊るから一緒に踊りましょう」と誘う声を聞き、それが作品を生み出す契機になっ

たとされている。ブルバはここに、原作を復元しようとするタイプの「再演」とは異なる、空想された継

承、「filiation-fiction（フィクションとしての繋がり）」を見出す。それは、別の誰かの作品から自分自身

の解放の場をつくりだし、想像の産物としての自伝的なアイデンティティを構築する作業なのだという。

つまりここでは、メルセから大野へ（そして大野からブルバへ）と、見る者が受けた衝撃や感動、恋慕や

愛情、触発された踊りへの欲望に基礎を置き、「再演者」自身の感覚、経験、想像、記憶、理解を通じて

行われる創作プロセス自体が分析の対象となっているのである。 

 

《ラ・アルヘンチーナ頌》からつくる作品は、大野一雄から私が受けた感動（émotions）に影響されるままにし

たいと思った。ラ・アルヘンティーナ／アントニア・メルセに関する彼の自伝から私が読み取ることができたも

のだけでなく、何度もその録画映像を見ることを通じて私の目に映ったものも含まれる。 

大野一雄の恋する側面とロマンティックな文体は、その言語使用域を解き放つ拠り所となる。自分の死後に遺体

が灰になったら、その灰はラ・アルヘンティーナの横を歩くだろうと大野は述べていた。私は、大野は一人の

「lover」であると思う。彼の異性装が私にもたらすことについて考える。ドレスを着て化粧をした彼を私が見る
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とき、私は、これは一人の女性を愛する一人の女性だと思った。そうして、私にとって大野の作品は、一つのレ

ズビアンの物語になったのだ。（232 頁） 

 

自らを「ダイク（gouine）」2とするブルバは、男性ダンサーが異性装しているという越境性よりも、彼が

同一化しようとする女性ダンサーへの強い恋慕の感情に注目する。そして、彼等のパ・ドゥ・ドゥ（女装

の大野と彼と共に踊っている幽霊としてのメルセ）を見つめる彼女の目には、一つの女性同性愛の恋愛詩

が浮かび上がってくるのだ。 

 ブルバは自身のプロジェクトの中で、「自分以外の誰かの身振りを前にしたとき起こる陶酔的な目眩」

の内、大野の手の動きにとりわけ注目する。そうして、子供の頃から死者に触れられ触れる関係を持つこ

とができるという若い女性にアーヴル市郊外で会った際、話す彼女の手の動きと大野の手の動きに繋がり

を見出す。作品《Ôno-Sensation》3の創作プロセスの記録「航海日誌（journal de bord）」（223～236 頁）

には、こうした出合いやスタジオでの作業、祖父の死など、多様な要素が並記されていく。それは、一人

のアーティストの個人的な創作記録と言うよりは、長い歴史における舞踊の継承が型や振付の忠実な再現

に基づくものだけでなく、踊る主体／肉体であると同時に（他のダンサーが踊るのを）見る主体／肉体で

もあるダンサーの感動や想像、衝撃や欲望を契機にした「フィクションとしての繋がり」の連鎖によって

作り上げられてきたことを、私達に再認識させてくれる。「recherche-création」のプロセスによってブル

バは、イザベル・ロネ（パリ第 8 大学教授）が「振付家は知の論理に従ってつくる訳ではない。たった

一度の観劇や短い旅が、その好奇心を満たすこともある」4という言葉であらわすような、踊りと踊りの

間の複雑な影響関係、感性の一面を明らかにしてみせたのだ。 

 

（日仏演劇協会実行委員、早稲田大学演劇博物館招聘研究員） 

 

〈インタビュー〉（2023 年 3 月 16 日、南仏在住のブルバと遠隔にて実施） 

北原：まずは、現在の活動について教えていただけますか。 

ブルバ：口頭試問をした 2019 年にはドラマトゥルクとして複数のダンサーと仕事をしたので、博士論文

後に舞台芸術のアンテルミタン制度に移行することができました。実際、[博士学位取得後に]フランス

の大学ポストに応募するための資格認定
カ リ フ ィ カ シ オ ン

を受けたのですが、ご存じの通り大学のポストは非常に少ない

ですから、ひとまずは芸術活動の方を続けています。もちろん、たくさん活動しなくてはならないので、

アンテルミタンでいるのも結構大変ですが〔･･･〕南仏に移住したのは仕事のためというわけではあり

ません。私の活動はフランス、スイス、ベルギーといったフランス語圏なので、移動は鉄道で簡単にで

きますし。パリよりも居心地のよい生活を得るためにここに住む場所を移したというところです。

〔･･･〕ジル・ジョンストンについてのプロジェクトは 1 年前の 3 月に上演しているので、再びパリで

 
2 国際振付研究所（ICI）公式ページより：https://ici-ccn.com/index.php?p=artistes/pauline-l-boulba-biographie  

3 ポリーヌ・L・ブルバ《Ôno-Sensation》（2019 年、国立舞踊センター）は舞踊動画サイト「Numéridanse」で一部視

聴可能：https://www.numeridanse.tv/videotheque-danse/ono-sensation 

4 Launay, Isabelle, « Danseurs voyageurs : l’art des liaisons chorégraphiques », Mouvement, no. 9, janvier-mars 1995, p. 12-

13. 
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上演することは今のところないと思います。パリでは一回やったら、それで終わりですから。ジュネー

ヴのリュジヌ劇場で 4 月末に上演の予定があります5。〔･･･〕 

北原：本書を読んで印象深かったのは、最初に出てきた「洞窟
グ ロ ッ ト

」（「見る者の洞窟」）の比喩です。それは

「記憶をストックしている資源の場、私が気分よくいられる回復の場」（9 頁）であり、フェルデンク

ライス・メソッドのソマティクス実践などを通じて自身の洞窟をこしらえていくと表現しています。外

に出ようとするのではなく、見るために自身の内部の感受性を整えていく、という点が単なる主観とも

違ってとても新鮮でした。この特殊な主観性について、教えてください。 

ブルバ：どうしてこの考えが出て来たのか、正直よくは覚えていないのですが〔･･･〕ヴァージニア・ウ

ルフの『自分だけの部屋（A Room of One's Own）』（1929）に対する目配せでもありました。これまで

舞踊研究において期待されてきたものをずらせるような枠組みを、私は求めていましたから。〔･･･〕観

客としての作業というのは私にとって、おっしゃるように、想像界を豊かにすること、主観や感覚、心

の高ぶりや情動に場を与えることです。〔･･･〕また、私が話したい場所の範囲を制限したいという気持

もあったのです。本ではフェルデンクライスについても言及していますが、身体の理
レ ゾ ン ・ デ ュ ・ コ ー ル

を参照しています。

踊りを観るとき、踊りについて書くときに、この身体の理が目覚めさせられ得るのです。そこでは身体

というものが常に存在し、働きかけられています。この本で私は結局、そこに肉体というものを提示し

たかったのです。作品や、私が研究の中で提起する対象と即座に感覚的なつながりを持つこと、つまり

人格化
ペ ル ソ ニ フ ィ エ

したいという気持でした。その後作品《La langue brisée 1》でそれを実現するわけですが、この

ように人格化された何か、つまり、作品や人物、コンセプトをそうした風景（例えば洞窟）に置くこと

だったのです。確か、そんな感じで洞窟の発想が出てきたんだと思います。〔･･･〕私は、観客、そして

この本の読者が、私と一緒にこの洞窟を訪れるよう誘っています。そして中に置いてある芸術品、壁絵

などを見るよう促して、まさに部屋の中に坐って星空を一緒に眺めているような感じですね。〔･･･〕 

北原：「recherche-création」の場合、博士論文の指導というのはどういうものでしたか。 

ブルバ：正直、他の舞踊研究者との違いというのはそれほど感じませんでした。ただイザベル[・ジノ]の

指導があって、その後途中から共同指導者としてロラン・ピショ（パリ第 8 大学客員教員）がつきま

した。彼はどちらかというとアーティスト・振付家で、最近パリ第 8 大学に来て自身も博士論文を執

筆しています。彼は 2 ヶ月間私に付き添い、最適な観客としてパフォーマンスの各段階でフォローア

ップをしてくれました。〔･･･〕口頭試問は 2 日間にわたり、1 日目の夜にラボラトワール・ドベールヴ

ェリエ（パリ郊外）で私がパフォーマンスをして、翌日の昼に審査員と古典的な方法で口頭でのやり取

りをしました。個人的にはこの方式に至ったことに満足しています。もちろん、その時初めて私の作品

を観た審査員にとってはかなり難しい面もあったようです。前日に作品を一つ観て、翌日にその事につ

いて議論しなくてはならないのですから。同時に、論文として書かれた部分もかなり密度があったので

そちらもずいぶん議論に上がりました。イザベルとロランとかなり話し合って、口頭試問の最良の方式

を導き出せたので満足しています。ビデオ映像での提示は避けたかったので、舞台ですることにこだわ

りました。ただ、ロジスティクス的な点ももちろん考慮に入れなくてはなりません。私はレティシア・

 
5 Théâtre de l’Usine : https://www.theatredelusine.ch/spectacle/j-j/ 



  

40 

 

日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

ドアトゥの「recherche-création」とされた口頭試問6の記憶があったのですが、そこでレティシアは口

頭試問の直前に[イザドラ・]ダンカンの舞踊リサイタルの一つを踊っていました。かなり長い口頭での

議論の直前にパフォーマンスがあったのです。その方式は自分の望んでいるものとは違うと感じました。

私は間隔を置きたかったんです。なので、2 日間あって良かったです。 

北原：「recherche-création」ですが、わりと古典的なスタイルの書籍という形で出版していますよね。 

ブルバ：これはまあ、本ですよね（笑）グラフィックとかは私ではなく出版社の選択でしたし。どのよう

な本の形式にするかは彼らが決めたので、理想的な博士論文ということで私が交渉できる部分はありま

せんでした。もし博士論文のグラフィックを自分で好きなようにできたら、また違う形になっていたか

も知れませんが。気に入ってはいますが、私の意見を聞きつつ、表紙、ページ構成なども彼らが決めま

した。あまり自由にできなかったので、結局古典的な体裁になってしまったというところです。〔･･･〕

最近大学での「recherche-création」が増えてきていましたから、ヴァンセンヌ大学出版が「recherche-

création」シリーズを始めようとしていて、その第 1 弾となりました。彼らはまだ、特殊な形式での出

版というところまでは考えていない印象でした。それよりも、私が博士論文で用いたような脇道にそれ

ていくような文体、言葉遊びやくだけた表現を持つテキストを出版することに興味があったようです。

作業の中でいわゆるアカデミックな文体に移行した面もあります。 

北原：最後に、この記事を読んでいる日本の方に何かメッセージはありますか。 

ブルバ：本当にこれは気になっていて、大野一雄についての章ですね。私は日本に行ったことがなかった

ので、不安がありました。日本でのレジデンスの申請などもしたんですが、助成が得られず渡航できま

せんでした。同時に日本を知らないために、大野一雄に対してある種の自由な視点も持てて、大野とメ

ルセだけを独立した形で扱えました。日本の金字塔である大野に取り組むという畏れももちろんありま

したが。この箇所についてはむしろ、日本の舞踊研究者であるあなたからコメントをいただきたいくら

いです。 

 

【ポリーヌ・L・ブルバ（Pauline L. Boulba）】 

芸術労働者、パフォーマー、研究者、活動家。Labex Arts H2H の支援を受けて recherche-création を進め、

2019 年、パリ第 8 大学舞踊学科に博士論文「Les bords de l'œuvre. Réceptions performées et critiques 

affectées en danse」を提出。2015～2017 年に、3 部作《La langue brisée》（メナジュリ・ドゥ・ヴェール、

ブレスト市現代芸術センター〈パスレル〉、コレージュ・デ・ベルナルダン、国立舞踊センター）を、

2019 年に《Ôno-Sensation》（国立舞踊センター）を発表。その後、舞踊批評家、パフォーマー、フェミ

ニスト活動家でレズビアンであったジル・ジョンストン（1929-2010）を巡るプロジェクトを始め、

Aminata Labor と共に 2021 年 10 月にポンピドゥーセンターで途中経過を、2022 年 2・3 月にオルレアン

国立振付センター及びパリのヴァンヴ劇場で「J.J.」を発表。パリ第 8 大学、モンペリエ国立振付センタ

ー養成プログラム〈Exerce〉、パリ国立高等音楽舞踊学校などでも教えている。 

 
6 Laetitia Doat, En 2013, Voir une danse. Décrire et interpréter Isadora Duncan, thèse de doctorat soutenue en 2013 à 

l’Université Paris 8. 


